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研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名 同志社 大学名 同志社大学 

研究プロジェクト名 
超音波を基軸とした新たな医療技術開発の拠点形成 

ーヒトにやさしい医療を目指してー 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

研究目的・意義：超音波診断・治療法は被曝がなく、かつ生体作用が小さいことから、安全性の高い

医療技術として位置づけられ幅広い分野で利用されている。本研究は超音波を安全に使用するための出

力範囲を明らかにするとともに、診断精度の高い定量検査手法を確立し、さらに携帯型のイメージング

技術を確立して、プロジェクト終了後も継続的に安全基準を示していく体制を整えることを目的とする。

すなわち、超音波を基軸とした新しい診断・治療技術開発の基盤を整備し、同志社大学におけるヒトに

やさしい医療技術開発の拠点形成を行う。 

計画の概要：本研究プロジェクトでは、超音波を基軸とした医療技術を目指して、次の４つのテーマ

に分かれて研究を実施している。１．医療用超音波技術の安全性の確立：２．超音波による生体組織の

熱的特性のイメージング： ３．生物補償行動アルゴリズムを用いた超音波イメージング技術の開発： ４．

生体組織のかたさ測定精度の向上 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

テーマ１ 医療用超音波技術の安全性の確立 

1) 超音波照射による DNA２重鎖切断について、閾値音圧が存在し、閾値以下では DNA の損傷は起こら

ないことがわかった。閾値の存在は、超音波照射によるキャビテーション発生が関与しているもの

と考えられる。 

2) ブラッグ回折光ファイバ・センサーを用いた温度と超音波音圧の同時分離計測について、超音波周

波数 1-10MHz、音圧 6MPa まで、６℃までの温度上昇を測定する手法を考案し、その有効性を実験的

に示した。 

テーマ２ 超音波による生体組織の熱的特性のイメージング 

1) 超音波加温による生体組織の温度上昇を超音波で測定する手法を提案し、生体組織模擬ファントム

を用いた実験によってその有効性を示した。加温用の超音波周波数 2MHz、温度上昇は最大４℃であ

り、温度測定用超音波周波数 5MHz である。 

2) 磁気共鳴イメージング（MRI）の高磁場環境下で使用する超音波イメージング装置の開発について、

試作機が完成し、MRI の画像中に超音波画像を融合するイメージングを検討している。 

テーマ３ 生物補償行動アルゴリズムを用いた超音波イメージング技術の開発 

1) コウモリの補償行動を用いた超音波ドプラ法の携帯型イメージングへの応用について、エコー信号

から生体組織の減衰特性による中心周波数の推移を推定し、信号対雑音比の劣化を改善するように

最適化する送信信号を修正する手法を考案し、ファントム実験によって有効性を検討している。 

テーマ４ 生体組織のかたさ測定精度の向上 

1) 骨粗鬆症の超音波による評価手法として、超音波の海面骨中における２波分離伝搬現象がある。ウ

シの海面骨を用いた実験によって高速波と低速波の海面骨中の伝搬過程を明らかにした。 

2) せん断波伝搬の時間反転を用いる組織弾性評価法について、せん断波の反射や屈折によるアーチフ

ァクトを抑える手法を考案してその有効性をファントム実験によって検討した。 

以上の成果は、原著論文 25 件、学会発表 61 件、特許 1 件につながった。 
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平成２５年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 

 

１ 学校法人名  同志社          ２ 大学名  同志社大学              

 

３ 研究組織名 超音波医科学研究センター                             

 

４ プロジェクト所在地 京都府京田辺市多々羅都谷１－３                     

 

５ 研究プロジェクト名 超音波を基軸とした新たな医療技術開発の拠点形成             

－ヒトにやさしい医療を目指して－                     

６ 研究観点  研究拠点を形成する研究                              

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

秋山いわき 生命医科学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  １８名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

秋山 いわき 
生命医科学

研究科・教授 

超音波による加温技術および温

度上昇測定技術の開発 

 

研究の取りまとめ、テーマ

２：生体組織の熱的特性の

イメージングの開発 

渡辺 好章 
生命医科学

研究科・教授 

造影剤投与時の超音波による組

織損傷の計測 

 

テーマ１：超音波の生体安

全性の確立 

吉川 研一 
生命医科学

研究科・教授 

超音波によるゲノム DNA 損傷の

計測 

 

テーマ１：超音波の生体安

全性の確立 

小山 大介 
理工学部・准

教授 

光 FBG ファイバセンサによる超

音波と温度の分離計測 

 

テーマ１：超音波の生体安

全性の確立 

飛龍 志津子 
生命医科学

部・准教授 

コウモリの補償行動を用いた超

音波イメージングアルゴリズム

の開発 

テーマ３：高画質超音波血

流イメージング技術の確立 

力丸 裕 
生命医科学

研究科・教授 

コウモリの補償行動を用いた超

音波イメージングアルゴリズム

の開発 

テーマ３：高画質超音波血

流イメージング技術の確立 

小林 耕太 
生命医科学

研究科・助教 

コウモリの補償行動を用いた超

音波イメージングアルゴリズム

の開発 

テーマ３：高画質超音波血

流イメージング技術の確立 

松川 真美 
理工学研究

科・教授 
骨組織のかたさ測定技術の開発 

テーマ４：骨質計測技術の

確立 

（共同研究機関等） 
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平井 都始子 

奈良県立医

科大学・准教

授 

超音波による生体組織の熱的特

性の評価 

テーマ２：生体組織の熱的

特性のイメージングの開発 

新田 尚隆 

産業技術総

合研究所・主

任研究員 

ＭＲＩによる音速分布の推定 
テーマ２：生体組織の熱的

特性のイメージングの開発 

Piero Tortoli 
フローレン

ス大学・教授 

ドプライメージングシステムの

開発 

テーマ３：生物アルゴリズ

ムを搭載した超音波イメー

ジングの開発 

椎名 毅 
京都大学・教

授 
軟組織のかたさ測定技術の向上 

テーマ４：軟組織のかたさ

測定 

長谷 芳樹 

神戸市立工

業高等専門

学校・准教授 

超音波による骨組織伝搬のシミ

ュレーション 

テーマ４：骨質計測技術の

確立 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 生命医科学部・助教 山本 詩子 
テーマ２：MRI を用いた

実験の計画および実施 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

コウモリの補償行動を用

いた超音波イメージング

アルゴリズムの開発 

生命医科学部・准教

授 
飛龍 志津子 

テーマ３：高画質超音波血

流イメージング技術の確立 

（変更の時期：平成 25 年 10 月 28 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

京都大学医学部・教授 京都大学医学部・教授 藤井 康友 

テーマ３：高画質超音波

血流イメージング技術の

確立 
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 旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 26 年 9 月 13 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生命医科学部・准教授 生命医科学部・准教授 飛龍 志津子 

テーマ３：高画質超音波

血流イメージング技術の

確立 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 26 年 10 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

磐田市立総合病院・副

院長 
磐田市立総合病院・副院長 山崎 薫 

テーマ４：超音波による

骨評価を整形外科の立場

から検討 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 27 年 2 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

千葉大学フロンティア

医工学センター・助教 

千葉大学フロンティア医工学

センター・助教 
吉田 憲司 

テーマ１：超音波による

生体作用の検討 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

明石工業高等専門学校 

電気情報工学科：准教

授 

明石工業高等専門学校 電気情

報工学科：准教授 
細川 篤 

テーマ４：骨中の音波伝

搬シミュレーション技術

開発 
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

コウモリの補償行動を用

いた超音波イメージング

アルゴリズムの開発 

生命医科学研究

科・教授 
力丸 裕 

テーマ３：高画質超音波血

流イメージング技術の確立 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

同志社大学 高等研究

教育機構・特定任用助

手 

同志社大学 研究開発推進機

構・助手 
藤岡 慧明 

テーマ３：高画質超音波

血流イメージング技術の

確立 

生命医科学部・助教 
京都大学大学院情報学研究

科・特定助教 
山本 詩子 

テーマ２：MRI を用いた

実験の計画および実施 

 

 

１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

研究目的・意義：超音波診断・治療法は被曝がなく、かつ生体作用が小さいことから、安全性の高い医

療技術として位置づけられ幅広い分野で利用されている。本研究は超音波を安全に使用するための出力

範囲を明らかにするとともに、診断のための精度の高い定量検査手法や携帯型のイメージング技術を新

たに確立し、プロジェクト終了後も継続的に安全基準を示していく体制を整えることを目的とする。す

なわち、超音波を基軸とした新しい診断・治療技術開発の基盤を整備し、同志社大学におけるヒトにや

さしい医療技術開発の拠点形成を行う。 

計画の概要：本研究プロジェクトでは、超音波を基軸としたヒトにやさしい医療技術を目指して、次の

４つのテーマに分かれて研究を実施している。１．医療用超音波技術の安全性の確立：２．超音波によ

る生体組織の熱的特性のイメージング： ３．生物補償行動アルゴリズムを用いた超音波イメージング技

術の開発： ４．生体組織のかたさ測定精度の向上 

（２）研究組織 

１）研究代表者：秋山いわき ４つの研究グループを統括し、進捗状況の確認、公開シンポジウムの

主催、自己評価委員会の取りまとめ、外部評価委員会との連携 

２）各研究者の役割分担 

テーマ１：医療用超音波技術の安全性の確立 

テーマ責任者：渡辺好章 

学内研究員：吉川研一、小山大介、 

学外研究員：吉田憲司（千葉大）、 

テーマ２：超音波による生体組織の熱的特性のイメージング 

テーマ責任者：秋山いわき 

学外研究員：山本詩子（京都大）、平井都始子（奈良県立医大）、新田尚隆（産業技術総合研究所） 

テーマ３：生物補償行動アルゴリズムを用いた超音波イメージング技術の開発 

テーマ責任者：飛龍志津子 

学内研究員：小林耕太、藤岡慧明、力丸裕 

学外研究員：藤井康友（京都大）、Piero Tortoli(University of Florence,Italy) 

テーマ４：生体組織のかたさ測定精度の向上 

テーマ責任者：松川真美 

学外研究員：椎名毅（京都大）、山崎薫（磐田市立総合病院）、長谷芳樹（神戸市立工業高専）、細

川篤（明石工業高専） 

３）プロジェクトに参加する研究者の人数：１９ 

４）大学院生、PD 及び RAの人数・活用状況：大学院生総数：５５名、PD：１名、学会発表 48 件 

５）研究チーム間の連携状況：超音波医科学研究センターを設置し、各テーマの研究情報を共有 
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６）研究支援体制 超音波医科学研究センターとして支援。医情報学科 MRI オペレータによる技術支

援 

７）共同研究機関等との連携状況：京都大学大学院医学研究科と共同研究契約締結同志社大学大学院

学生の京都大学への派遣、イタリア・フローレンス大学情報工学科 Piero Tortoli 教授による超音波イ

メージング装置の開発と提供、奈良県立医科大学平井都始子准教授による医情報学科特別講義 A におけ

る講演 

（３）研究施設・設備等 

同志社大学医心館  使用総面積 1,270m2 使用者数１０名 

同志社大学有徳館西 使用総面積 7,863m2 使用者数２名 

研究設備 

平成 25 年度：研究用超音波イメージングシステム 700 時間、超音波診断装置 700 時間 

平成 26 年度：生体試料解析 AFM システム 450 時間、パルスレーザー一式 450 時間 

平成 27 年度：高磁場環境超音波イメージングシステム 100 時間 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

テーマ１ 医療用超音波技術の安全性の確立 

1) 超音波照射による DNA２重鎖切断について、閾値音圧が存在し、閾値以下では DNA の損傷は起こらな

いことがわかった。閾値の存在は、超音波照射によるキャビテーション発生が関与しているものと

考えられる。*1 達成度８０％ 

2) ブラッグ回折光ファイバセンサー（FBG: Fiber Bragg Grating）を用いた温度と超音波音圧の同時

分離計測について、超音波周波数 1-10MHz、音圧 6MPa まで、６℃までの温度上昇を測定する手法を

考案し、その有効性を実験的に示した。*2 達成度９０％ 

 

テーマ２ 超音波による生体組織の熱的特性のイメージング 

1) 超音波加温による生体組織の温度上昇を超音波で測定する手法を提案し、生体組織模擬ファントム

を用いた実験によってその有効性を示した。加温用の超音波周波数 2MHz、温度上昇は最大４℃であ

り、温度測定用超音波周波数 5MHz である。*3 達成度５０％ 

2) 磁気共鳴イメージング（MRI）の高磁場環境下で使用する超音波イメージング装置の開発について、

試作機が完成し、MRI の画像中に超音波画像を融合するイメージングを検討している *4 達成度５

０％ 

 

テーマ３ 生物補償行動アルゴリズムを用いた超音波イメージング技術の開発 

1) コウモリの補償行動を用いた超音波ドプラ法の携帯型イメージングへの応用について、エコー信号

から生体組織の減衰特性による中心周波数の推移を推定し、信号対雑音比の劣化を改善するように

最適化する送信信号を修正する手法を考案し、ファントム実験によって検討している。*5 達成度５

０％ 

 

テーマ４ 生体組織のかたさ測定精度の向上 

1) 骨の圧電特性を測定するために、薄く切った骨組織に電極を蒸着した骨トランスデューサを作成し

た。PVDF に比較すると微弱であるが骨の圧電性を認めた。臨床で用いられている超音波骨折治療法

(LIPUS:low intensity pulsed ultrasound)の解明につながる可能性がある。*6 達成度 80% 

2) 骨粗鬆症の超音波による評価手法として、超音波の海面骨中における２波分離伝搬現象がある。ウ

シの海面骨を用いた実験によって高速波と低速波の海面骨中の伝搬過程を明らかにした。*7 達成度

８０％ 

3) せん断波伝搬の時間反転を用いる組織弾性評価法について、せん断波の反射や屈折によるアーチフ

ァクトを抑える手法を考案してその有効性をファントム実験によって検討した。その結果、従来法

と比較して良好な弾性率分布が得られた。*8 達成度６０％ 

4) せん断波を用いた動脈壁の弾性評価法について、有限要素法解析、チューブ・ファントム実験によ

って弾性率を計測した。その結果、提案手法の有効性を示した。*9 達成度６０％ 
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＜特に優れた研究成果＞ 

テーマ１ 医療用超音波技術の安全性の確立 

超音波照射による DNA 二重鎖切断は音圧依存性があり閾値が存在し、１段階の切断反応である。一方、

γ 線では切断の閾値が存在しない。また、光励起によって生成する活性酵素による切断では、閾値は存

在しないが、１本鎖切断が２回起こることによって二重鎖切断が引き起こされることを見出した。 

このことから、超音波診断法は閾値以下の音圧で使用していれば安全であることを示している。一方、

放射線や光励起では閾値がないので、低いエネルギーでも安全ではなく照射時間を含めたリスクを見積

もる必要がある。*10 

 

テーマ２ 超音波による生体組織の熱的特性のイメージング 

超音波照射によって加温した生体組織模擬ファントムの温度上昇４℃までを超音波パルスエコー法によ

って精度約１０％で測定した。*3 

テーマ４ 生体組織のかたさ測定精度の向上 

1) MHz 帯での超音波による骨組織の圧電特性を見出した。*6 

2) 肝臓等の軟部組織の検査を目的として開発されたせん断波による弾性イメージングを頸動脈等の動

脈硬化の診断へ応用可能な手法を提案して、その有効性をファントム実験によって示した。*9 

 

＜問題点とその克服方法＞ 

テーマ１ 医療用超音波技術の安全性の確立 

1) ウサギの心臓への超音波照射により期外収縮を観察できたが、心臓のどの部位に対しての超音波照

射が期外収縮を引き起こすかについて検討するためには、超音波照射位置を特定する必要がある。

そのため、高強度長持続時間超音波パルス送波システムと超音波イメージングシステムを組み合わ

せた装置の開発を行って、超音波照射部位を確認しながら、動物実験を行う。 

テーマ２ 超音波による生体組織の熱的特性のイメージング 

1) MR 撮像中に超音波パルスを送受信すると MRI画像に超音波パルス送信に同期したノイズが発生し、

超音波エコー信号に MR 撮像に同期したノイズが混入する。MRI室と MRI制御室との中隔パネルに超

音波プローブ用コネクタを配置して、パネルで接地することによって MRI室と MRI 制御室を電気的

に分離してノイズ対策とする。 

テーマ３ 生物補償行動アルゴリズムを用いた超音波イメージング技術の開発 

1) 送信超音波パルスの帯域が広いと SNRの改善は小さい。帯域を狭くすると、距離分解能が劣化する

ため、送信パルスの帯域を最適化する必要がある。これまでの研究で SNRの改善が小さくても血流

速度（ドプラ周波数）の測定精度向上は大きいことがわかったので、精度向上を評価することで最

適化する。 

テーマ４ 生体組織のかたさ測定精度の向上 

1) せん断波による弾性イメージングにおいて組織の弾性だけでなく粘性の影響を検討する必要がある。

そのため、粘性を制御できる実験用組織模擬媒体を開発して対応する。 

 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

テーマ１ 超音波の安全性評価 造影剤投与後のウサギ心臓超音波照射による期外収縮発生につい

て公益社団法人日本超音波医学会機器及び安全に関する委員会へ報告し、現在の安全基準見直しに

ついて提言する 

テーマ２ リコー株式会社中央研究所と 2015年に共同研究を開始し、特許出願を行った。 

テーマ３ 携帯型の血流速度イメージング装置の特許申請を検討 

テーマ４ 骨粗鬆症診断のための装置開発で特許申請を検討 

 

＜今後の研究方針＞ 

テーマ１ 超音波照射による DNA（T4ファージ）、細胞（赤血球）、組織（ウサギ心臓、メダカ胚）

への影響について検討する 

テーマ２ MRIと超音波の同時撮像による融合イメージング並びに体積熱容量の生体イメージング 

テーマ３ 血流速度測定精度向上のための送信超音波パルスの最適化とイメージング装置への搭

載。生体への適用 
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テーマ４ 骨中超音波２波伝搬現象の解明と、二波分離手法の高速化。軟骨の圧電性の測定。動脈

壁の弾性評価手法の臨床への適用可能性の検討 
 

＜今後期待される研究成果＞ 

テーマ１ 超音波照射による現行安全基準の確認と安全性に関する新たな知見の公開 

テーマ２ 超音波体積熱容量イメージングによる腫瘍の早期発見とその良悪性鑑別診断への適用 

テーマ３ 携帯型超音波ドプラ血流イメージング装置の開発 

テーマ４ 骨粗鬆症診断のための超音波診断装置の開発、せん断波によるエラストグラフィの動脈硬化

への応用 

 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

各年度の自己評価は以下の通りである 

2013 年度：各テーマともに概ね順調とした。各テーマの自己評価によって翌年度の予算額を決定する方

針を決めた。 

2014 年度：テーマ４が当初の計画より進み、テーマ３が当初の計画より遅れたので、2015 年度予算にお

いてテーマ４を増額し、テーマ３を減額した。 

2015 年度：テーマ１〜４において概ね順調に進んだ。テーマ１が当初の計画より派生テーマが増えたた

め、実験室が手狭になった。そこで、2016 年度から学内訪知館実験室を借用することとした。遅れてい

たテーマ３が当初の計画通り進んだので、2016 年度予算においてテーマ３を増額し、研究員（PD）を雇

用した。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

外部評価委員会は５名で構成され、体制の詳細は「１５」に記した。評価項目は、１）学外参加者との

連携、２）若手人材育成、３）費用対効果、４）公開シンポジウム、5）研究の進捗、各テーマの進捗、

6）総合評価 である。各項目は４順調に進んでいる、３進んでいる、２遅れている、１かなり遅れてい

る、の４段階で評価し、意見を記載いただいた。以下、各年度の評価の平均点を示す。 

 

年度 １） ２） ３） ４） ５） テーマ１ テーマ２ テーマ３ テーマ４ ６） 

2013 4.0 3.6 3.0 - 3.6 3.6 3.6 3.4 3.8 3.6 

2014 4.0 4.0 3.0 3.75 3.8 3.6 3.6 3.4 3.8 3.8 

2015 3.8 4.0 3.6 3.8 3.8 4.0 3.2 3.4 3.8 3.8 

 
2013 年度は４）についての評価を実施しなかった。 

各テーマに対する研究に関する指摘事項は、翌年度に検討して修正した。その他、2013 年度は臨床整

形外科医を研究員に参加するべきという指摘を受け、2014 年度から山崎薫（磐田市立総合病院）医師に

参加いただいた。2014 年度は費用対効果を評価するために研究費支出の開示方法について指摘を受け、

2015 年度の報告書に費目別に整理した支出額のリストを記載した。2015 年度は公開シンポジウムの討論

時間が短いという指摘を受けたので、2016 年度のシンポジウムでは討論時間を長く取る予定である。 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してください。） 

（１）超音波の生体作用    （２）生体組織の熱的特性   （３）生物の補償行動      

（４）せん断波エラストグラフィ（５）骨の圧電特性      （６）キャビテーション     

（７）骨中二波伝搬現象    （８）音響放射力        
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上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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シンポジウム 於：同志社大学京田辺校地夢告館 

2014 年 2 月 24 日 2013 年度研究成果公開シンポジウム     参加者 ５３名 

2015 年 2 月 19 日 2014 年度研究成果公開シンポジウム     参加者 ４８名 

2015 年 8 月 29 日 2013-2015 年度研究成果公開シンポジウム  参加者 ８６名 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

2016 年 8 月 29 日 2016 年度研究成果公開シンポジウム 同志社大学京田辺校地夢告館 

印刷物 

 

2013 年度研究成果報告書 同志社大学超音波医科学研究センター 2014年 8 月発行 

2014 年度研究成果報告書 同志社大学超音波医科学研究センター 2015年 8 月発行 

2015 年度研究成果報告書 同志社大学超音波医科学研究センター 2016年 4 月発行 

 １４ その他の研究成果等 

「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれ

ば具体的に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付し

てください。 

テーマ２ 

特許 発明名称：超音波診断装置及びその画像形成方法 

代表発明者：秋山 いわき  学校法人 同志社  

 出願人  ：学校法人 同志社、株式会社リコー  

 特願 2015-140910 (出願日：2015-07-15) 

 

2015 年 8 月：学校法人同志社と株式会社リコーは「MRI と超音波を融合する新しいフュージョンイメ

ージングの開発」を共同研究として開始した。*4 

 



 

（様式１） 

法人番号 261010 

プロジェクト番号 S1311037 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

外部評価体制を整えた方が良い。 

学外研究参加者との連携、若手人材育成にも配慮されたい。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 

外部評価体制 

公益社団法人日本超音波医学会から推薦された以下の５名を外部評価委員として依頼した。 

東北大学大学院工学研究科・金井浩教授、東京工業大学大学院工学研究科・蜂屋弘之教授、北海道大学

大学院保健科学研究院・三神大世教授、兵庫医科大学病院超音波センター・飯島尋子教授、秋田県城東

整形外科病院・皆川洋至医師 

 

外部評価委員会は毎年開催された公開シンポジウムに参加していただき、毎年作成した研究成果報告書

に基づき、評価を行っていただいた。 

 

学外研究参加者との連携 

2013 年度 同志社大学に超音波医科学研究センターを設置し、学外研究参加者は嘱託研究員としてセン

ターに所属して、研究を実施した。 

2013 年度 同志社大学とイタリア フローレンス大学情報工学科は「先端超音波オープンプラットフォ

ームの開発」について共同研究契約を結んだ。 

2013年度 同志社大学超音波医科学研究センターと京都大学大学院医科学研究科人間健康科学系専攻と

の学術交流並びに協力のための協定を結んだ 

2014 年度、2015年度 同志社大学生命医科学部特別講義 A に奈良県立医科大学平井都始子准教授を招聘

して超音波医科学について講演を行った。 

 

若手人材育成 

毎年開催する研究成果公開シンポジウムにおいて、学生による口頭発表ならびにポスター発表を行った。 

学会発表、論文投稿を奨励した。学生による学会発表４９件、論文掲載８件 

2016 年度に PD１名を雇用した。 

 



（様式1）

１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

　
同志社大学医心館 平成19年 1270㎡ 9
同志社大学有徳館西 平成5年 7863㎡ 2

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

10
2

法人番号 261010

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　）
受託
研究
等

支出額
法人負担 私学助成

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
2
6
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

設 備

平
成
2
5
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

研究費

総

額

総 計

研究室等数 使用者数

平
成
2
7
年
度

研究施設面積

30,000

27,606

30,000

23,661

15,000

15,000 15,000

9,202 18,404

15,000

7,887 15,774

6,667 13,333

15,000 15,000

20,000

30,000

45,000 45,000

23,756 47,511

補助金額整備年度

71,267

90,000

161,267 68,756 92,511

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

S1311037

補助主体

0
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（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 テーマ　1年　　　度 25

（研究設備）

整備年度

平成25年度

研究支援推進経費

4,179

光　熱　水　費

4

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
50

計

小  科  目
主　な　使　途 金　　額

4,179

通信運搬費

0

278

教育研究経費支出

印刷製本費

研究用超音波イメージングシステム

超音波診断装置

パルスレーザー一式

（情報処理関係設備）

（　　　　　　　）
報酬・委託料

生体試料解析ＡＦＭシステム（走査型プローブ顕微鏡）

事業経費 補助金額

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

図　　　　書

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

SPM-9700 1 12,000450

5,104
700 19,950 13,300

7,656

8,000
平成26年度 Helios1064-5-50-SP 1式 450

ULA-OP 1 700
平成25年度 Aixplorer V6 1

11,661 7,774

平成26年度

超音波イメージングシステム 平成27年度 RSYS0006MRFP 1式 100 20,000 13,333

学会参加等に係る国内・海外出張費
論文作成時の英文校閲

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
用品・薬品・文具

支　出　額

薬品材料・文具雑費

0
別刷

4,511

0

研究旅費
50

4
278

印刷製本

英文校閲料

計

計

10
4,260

ソフトウェア

0

4,250

0
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
パワーアンプ・光源
ソフトウェア

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 0
0

29
0

29

実人数　1人

4,260

教育研究用機器
10

4,250

積　　算　　内　　訳

29

補助主体

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

時給　880円，年間時間数　28時間29

0

4,511

0
0

0
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  平成 年度 テーマ　２

  平成 年度 テーマ　３

計 0 0

（　修繕料　） 784 修繕料 784 研究使用機器の修繕

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 72 ソフトウェア 72 ソフトウェア
計 6,659 6,659

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,587 教育研究用機器 6,587 半導体レーザー・インターフェース

教育研究経費支出 0 0
計 0 66

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 3,541 3,541

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 0 0

（　会費　） 2 会費 2 学会参加費

印刷製本費 5 印刷 5 発表用ポスター印刷

旅費交通費 584 研究旅費 584 学会参加等に係る国内・海外出張費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,166 薬品材料・文具雑費 2,166 用品・薬品・文具

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,233 薬品材料・文具雑費 2,233 用品・薬品・文具

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 305 研究旅費 305 学会参加等に係る国内・海外出張費

報酬・委託料 0 0

（　修繕料　） 110 修繕料 110 研究使用機器の修繕
計 2,648 2,648

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 66 66 時給　880円，年間時間数　63時間
（兼務職員） 実人数　1人

教育研究経費支出 0 0
計 66 66

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,530 教育研究用機器 2,530 ステージ・遠心機

図　　　　書 2,756 ソフトウェア 2,756 ソフトウェア
計 5,286 5,286

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 25
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  平成 年度 テーマ　４

  平成 年度 テーマ　1

計 0 0

（　講演登録料　） 10 講演登録料 10 講演登録

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 14 ソフトウェア 14 ソフトウェア
計 4,587 4,587

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,573 教育研究用機器 4,573 ハイスピードマイクロスコープ・ルミノメーター

教育研究経費支出 0 0
計 0 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 4,213 4,213

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 0 0

（会費） 72 会費 72 学会参加費

印刷製本費 0 0

旅費交通費 676 研究旅費 676 学会参加等に係る国内・海外出張費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,455 薬品材料・文具雑費 3,455 用品・薬品・文具

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

計 2,907 2,907

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品 2,800 教育研究用機器 2,800 超音波診断装置

図　　　　書 107 ソフトウェア 107 ソフトウェア

計 0 66

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（　講演登録料　） 5 講演登録料 5 講演登録
計 93 93

報酬・委託料 0 0

（　会費　） 14 会費 14 シンポジウム参加費

印刷製本費 0 0

旅費交通費 3 交通費 3 学会参加等に係る国内交通費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 71 薬品材料・文具雑費 71 用品・薬品・文具

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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  平成 年度 テーマ　２

  平成 年度 テーマ　３

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 305 ソフトウェア 305 ソフトウェア
計 6,119 6,119

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 5,814 教育研究用機器 5,814 高速度カメラ・増幅器

教育研究経費支出 0 0
計 258 258

人件費支出 258 258 時給　890円，年間時間数　259時間
（兼務職員） 実人数　1人

計 3,823 3,823

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（　会費　） 110 会費 110 学会参加費

報酬・委託料 39 英文添削料 39 論文作成時の英文校閲

（　修繕料　） 137 修繕料 137 研究使用機器の修繕

印刷製本費 0 印刷製本 0 報告書印刷製本

旅費交通費 1,969 研究旅費 1,969 学会参加等に係る国内・海外出張費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,568 薬品材料・文具雑費 1,568 用品・薬品・文具

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

（　賃借料　） 4 賃借料 4 会議室賃借

年　　　度 26

計 0 0

（　修繕料　） 49 修繕料 49 研究使用機器の修繕

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 124 ソフトウェア・図書 124 ソフトウェア・図書
計 797 797

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 673 教育研究用機器 673 デスクトップPC

教育研究経費支出 0 0
計 150 150

人件費支出 150 150 時給　890円，年間時間数　140時間
（兼務職員） 実人数　1人

計 6,053 6,053

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 154 検査料 154 唾液検査

（　会費　） 71 会費 71 学会参加費

印刷製本費 64 印刷製本 64 報告書印刷製本

旅費交通費 547 研究旅費 547 学会参加等に係る国内・海外出張費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 5,164 薬品材料・文具雑費 5,164 用品・薬品・文具

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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  平成 年度 テーマ　４

  平成 年度 テーマ　1

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,558 薬品材料・文具雑費 2,558 用品・薬品・文具

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 213 印刷・製本 213 報告書印刷製本・ポスター印刷

旅費交通費 779 研究旅費 779 学会参加等に係る国内・海外出張費

報酬・委託料 0 0

（　修繕料　） 0 0

（申請登録料） 33 申請登録料 33 ＶＩＳＡ申請費用・講演申込料

（　会費　） 159 会費 159 学会参加費
計 3,742 3,742

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3 3 時給　890円，年間時間数　3時間
（兼務職員） 実人数　1人

教育研究経費支出 0 0
計 3 3

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 255 教育研究用機器 255 交流電源

図　　　　書 0 ソフトウェア 0 ソフトウェア
計 255 255

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 27

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,244 薬品材料・文具雑費 6,244 用品・薬品・文具

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 1 郵便料 1 研究資料郵送

印刷製本費 0 0

旅費交通費 313 研究旅費 313 学会参加等に係る国内・海外出張費

報酬・委託料 0 0

（　修繕料　） 166 修繕料 166 研究使用機器の修繕

（会費） 30 会費 30 学会参加費
計 6,754 6,754

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,031 教育研究用機器 3,031 スピンコーター・ファンクションジェネレータ

図　　　　書 15 図書 15 図書
計 3,046 3,046

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0



（様式1）

法人番号 261010
プロジェクト番号 S1311037

  平成 年度 テーマ　２

  平成 年度 テーマ　３

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,565 薬品材料・文具雑費 4,565 用品・薬品・文具

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 2 郵便料 2 シンポジウムリーフレット郵送

印刷製本費 470 印刷・製本 470 報告書印刷製本・チラシ印刷・ポスター印刷

旅費交通費 222 研究旅費 222 学会参加等に係る国内・海外出張費

報酬・委託料 103 委託料 103 Webページ作成委託

（　賃借料　） 978 賃借料 978 ソフトウェアレンタル料・会議室賃借料

（会費） 35 会費 35 学会参加費
計 6,375 6,375

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 249 249 時給　900円，年間時間数　231時間
（兼務職員）

教育研究経費支出 0 0
計 249 249

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 660 教育研究用機器 660 ガウスメータ・デスクトップＰＣ

図　　　　書 116 図書・ソフトウェア 116 図書・ソフトウェア
計 776 776

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,304 薬品材料・文具雑費 4,304 用品・薬品・文具

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 1 郵便料 1 研究機器送料

印刷製本費 0 0

旅費交通費 1,830 研究旅費 1,830 学会参加等に係る国内・海外出張費

報酬・委託料 43 委託料 43 ワクチン接種

（　修繕料　） 268 修繕料 268 研究使用機器の修繕

（会費） 5 会費 5 学会参加費
計 6,513 6,513

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 287 教育研究用機器 287 電極インピーダンスメータ・スピーカー

図　　　　書 0 図書・ソフトウェア 0 図書・ソフトウェア
計 287 287

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0
0

計 0 0

（　賃借料　） 62 賃借料 62 レンタカー

研究支援推進経費 0



（様式1）

法人番号 261010
プロジェクト番号 S1311037

  平成 年度 テーマ　４年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,259 薬品材料・文具雑費 3,259 用品・薬品・文具

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 1 郵便料 1 研究資料送料

印刷製本費 0 0

旅費交通費 606 研究旅費 606 学会参加等に係る国内・海外出張費

報酬・委託料 140 英文添削料 140 論文作成時の英文校閲

（　賃借料　） 賃借料 レンタカー

（　保守料　） 13 保守料 13 研究使用機器の点検

（会費） 110 会費 110 学会参加費
計 4,129 4,129

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,871 教育研究用機器 1,871 ターボ分子ポンプ・ノートＰＣ

図　　　　書 0 図書・ソフトウェア 0 図書・ソフトウェア
計 1,871 1,871

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0


